
【受講対象者】

【研修内容】

4 月 7 日 （ 火 ）

4 月 7 日 （ 火 ）

7 月 24 日 （ 金 ）

11 月 2 日 （ 月 ）

【その他・連絡等】

  10:00～11:30

  13:00～15:45

13:30～16:30

13:30～16:30

   研修会要項は総合教育センターで作成し、義務教育課・高校教育課・特別支援教育課から該当者に周知します。

   ①、②、④では義務教育課、高校教育課からの行政説明を含みます。

総合教育センター

②全ＳＣ対象

講義 自死の未然防止におけるスクールカウンセラーの役割(仮)

情報交換

申込不要

会場：

目的・ねらい

研修会
番号

   専門的な知見を有する経験豊富なスクールカウンセラーによる講義・演習を通して、スクールカウンセラーとしての
資質向上を図る。

申込必要
ー 　宮城県スクールカウンセラー研修会

①新規採用ＳＣ対象

講話 スクールカウンセラーの活動　～学校臨床の基本～

　①４月７日（火）10:00　新規採用ＳＣ　　　　　　　　　　　　　　②４月７日（火）13:00　全ＳＣ　　　※①②は同日

　③７月24日（金）13:30　初任層ＳＣ（Ｒ８、Ｒ７採用者）　　　④11月２日（月）13:30　全ＳＣ

※教育事務所・所属ごとの情報交換

会場：

総合教育センター

③初任層ＳＣ対象

講義・演習１
いじめ重大事態の未然防止に関するスクールカウンセラーの役割と校内に
   おける効果的な情報共有の在り方(仮)

講義・演習２ 　　　同上

会場： グループ協議 　　　同上

総合教育センター

④全ＳＣ対象

講義 自死の未然防止におけるスクールカウンセラーの役割(仮)

講義・演習 　　　同上

会場：

総合教育センター

（６）スクールカウンセラー及びスクールソー

シャルワーカーが対象の研修

※問合せ先

相談支援班 022-784-3562
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【受講対象者】

【研修内容】

【その他・連絡等】

時間：

13:00～16:15 演習 講義を踏まえたケース検討

講義
「学校とスクールソーシャルワーカーの連携の在り方と大切にすべき視点につ
いて」（仮）
講師：杏林大学　教授　加藤　雅江　先生

東北自治総合研修センター

7 月 29 日 （ 水 ）

2日目

会場：

13:00～16:15

時間：

演習 校種別のSSWの視点について（仮）

学校教育の理解とSSW支援の再確認
講師：田中　尚　先生

講義

研修会
番号

ー 　宮城県スクールソーシャルワーカー研修会
申込不要

目的・ねらい
　 教育相談に関する講話や事例をもとにした研究協議を通じて、SSWとしての専門的知識・技術・実践力の向上を図
るとともに、児童生徒の問題行動等への適切な対応や、未然防止につながる取組についての理解を深める。

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校に配置されているスクールソーシャルワーカー

5 月 26 日 （ 火 ）

１日目

事例発表 SSWを活用した事例　　　発表者：県立高校教員

※2日目は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校のスクールソーシャルワーカー担当者もオンラインで視聴参加します。

※令和8年度から研修会部分の運営を、総合教育センターが担当します。

会場：

総合教育センター
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